










研究目的 

High risk 妊娠として指摘される多胎妊娠のうち双胎妊娠に関し,昭和 52 年度研究におい

て周産期児死亡をめぐる本症のHigh risk妊娠としての意義ならびにそのrisk要因として

早産,低出生体重児,胎位胎勢異常などとともに第 2 児の分娩環境の変容とその高い risk

をみとめたが,今回本症周産期管理方式の設定を目的として以下の如き検討を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


